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要旨
　和洋女子大学家政学部では2019年度より高大連携事業として、家政系学部への進学や家庭科教員を目
指す高校１～３年生の女子生徒を対象とする『集まれ！家庭科大好き女子高校生～家庭科マイスター＆
家庭科教員への道～』を開講した。本講座への参加はメールで申し込みを受け付けたが、申込開始の6月
1日（土）には応募者が定員の30名を超えたため、即日応募を締め切った。当日の参加者は、健康状態が
不調のため急遽欠席した1名を除く29名で、いずれも家政系学部への進学や家庭科教員を目指す高校２年
生または３年生の女子生徒であった。本稿では、2019年 6 月15日（土）に本学ではじめて実施した本事
業について、開講された４つの講座の目的と概要、受講生の学びの様子と感想、今後の課題などについて
報告する。
キーワード：家政学（Home Economics）、家庭科（Home Economics Education ‘Kateika’）、高大連携事業
　　　　　　（The project by cooperation of high schools and universities）、高校生（High school student）
はじめに
　2019年度より和洋女子大学家政学部では、家政学分野において大学と高校が教育や研究に係る交流・
連携を推進することによって、高校生が大学レベルの家政学教育や研究の奥深さに触れ、知的好奇心と学
習意欲を高めるきっかけをつくるとともに、高校における家庭科の学習と大学・大学院における家政学の
学術研究を有機的に結びつけることを目的として、高大連携事業『集まれ！家庭科大好き女子高校生～家
庭科マイスター＆家庭科教員への道～』をスタートさせた。本事業を始めた背景には、本学の数多くの卒
業生が千葉県下で家庭科教員として活躍しており、本学の家政学教育および家庭科教員養成の実績が高く
評価されていること、千葉県下の多くの公立学校教員が退職期を迎え、家庭科教員の不足が顕在化してい
ること、本学への家庭科講師の求人が増加しており、家庭科教員の養成が社会的に求められていることな
どがあげられる。また、本事業は社会貢献活動として２つの意義をもっている。第 1 に、本事業は本学の
教育・研究資産を活用し、将来家庭科教員や家政学の研究者を目指す高校生の進路実現をサポートすると
いう意義である。第 2 に家政学の魅力を発信し、次世代の家政学の研究者や教育実践者を開拓し育成する
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という意義である。
　本講座で学ぶ家政学は、「人間生活における人と環境との相互作用について、人的・物的両面から研究し、
生活の質の向上と人類の福祉に貢献する実践的総合科学」と定義され1）、すべての人が自然環境や社会環
境と共生しながら、精神的な充足感のある質の高い生活を維持し、生き甲斐を持って人生を全うするため
の知識や技術を、生活者の視点に立って研究し、提案することを目的としている。また、家政学には３つ
の固有の視点がある。第 1 に常に変化する人と環境との関係が研究対象であるという視点、第 2 に変化す
るものとの関係の中で人間生活の本質的な価値は普遍的であるという視点、第 3 に人そのものに視点を置
き、生活の質の向上や持続可能な社会を実現するという視点である2）。このような生活を科学する実践的
総合科学としての学問的特性を踏まえ、家政学の広範な学問領域の中から『変化する社会と家政学』（家
政学概論：佐藤宏子）、『じゃがいもの細胞を見ればわかる！マッシュポテトのおいしさ』（調理学：大石
恭子）、『足部の計測・観察と靴のサイズ選び』（被服学：柴田優子）、『手あわせの身体表現』（児童学：弓
削田綾乃）の４つの講座を開講した。以下に各講座の目的と概要、受講生の様子や感想、今後の課題など
について報告する。
１．『変化する社会と家政学』（家政学概論）、9:30 ～ 10:10　担当：佐藤宏子
1-1．講座の目的
　第 1 に、家政学が研究対象とする人間の生活は、時代や社会経済状況と相互に関連し、片時も止まるこ
となく変化し続けており、家政学は、私たちが自然環境や社会環境と共生しながら、各ライフステージを
自立的な人間として生きていくための知識や技術を研究し、提案していることを理解する。第２に、「生
活の質の向上と人類の福祉への貢献」は諸科学共通の目的であるが、家庭科や家政学は「生活する人の視
点」に立って、個人、家族、コミュニティのより質の高い生活の実現を達成しようとする固有の視点をも
つことを理解する。また、「生活する人の視点」とは、安心、安全、健康、快適さ、平等、公平、創造といっ
た人間生活の本質的な価値を追求し、これらの価値が常に尊重されるような生活や社会のありようを求め
ていることを知る。第 3 に、わが国が目指すべき新たな社会の姿として提唱されている「Society5.0」では、
私たちのくらしにどのような変化が生じるかをイメージする。第4に、「生活する人の視点」を内蔵して
いる家政学は、ライフスタイルの多様化や社会構造の複雑化にともなって顕在化している様々な生活問題
を解決する役割を期待されていることを知る。
1-2．講座の概要
(1) 「Society5.0」は人類史上 5 番目の新しい社会
　Society5.0は、内閣府の第 5 期科学技術基本計画において、わが国が目指すべき未来社会の姿として提
唱され、狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）
に続く、「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society5.0）」とされる3）。「Society5.0」への
イメージを明確化するために「Society 5.0　すぐそこの未来」（内閣府WEB動画）を上映した4）。
(2) 「Society5.0」を実現する新たな技術革新
　「情報社会」（Society4.0）は、人がサイバー空間に存在するクラウドサービスにインターネットを経由
してアクセスし、情報やデータを入手し分析を行っているケースが多く、知識や情報が共有されにくいこ
と、データの中から必要な情報を見つけて分析する作業は人にとって大きな負担であることなどの問題が
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ある。「Society5.0」では、IoT（Internet of Things：モノのインターネット）、ロボット、人工知能（AI）、
ビッグデータなどの先端技術を産業や生活に取り入れ、社会的課題の解決を目指している5）。すでに実用
化が始まっている身近なIoTの事例を紹介し、高校生にとって馴染みが薄いIoTへの理解を深めた。
(3) 「Society5.0」における私たちのくらしの変化
　私たちのくらしが大きく変わっていく具体例として、AI冷蔵庫やAIスピーカーなどの多彩な“考える家
電”が普及したり、過疎地ではドローンを遠隔操作して荷物を届けたり、都市部にある総合病院などの専
門医による遠隔診断が実用化したり、ロボットや自動走行車による作業の自動化や移動手段の確保などが
可能になる。このようなデジタル技術の進展に伴うイノベーションは、日々のくらしを快適にしたり、少
子高齢化、地方の過疎化、医師不足などの地域問題を解決し、誰もが質の高い生活を実現できるようにな
ると考えられている。
(4) 未来のくらしを創る家政学を学ぼう
　家政学では、自然科学、社会科学、人文科学の多様な研究が、経済性や効率性、利便性といった社会経
済的尺度を視野に収めつつ、「生活する人の視点」に立って行われており6）、人のくらしに関する新たな
知見を明らかにしたり、生活の質の向上や持続可能な社会を実現するために様々な提言を発信している。
こうした家政学のアプローチは、「Society5.0」が経済発展と社会的課題の解決を両立し、誰もが快適で
活力に満ちた質の高い生活を送ることができる人間中心社会の実現を目指すことと重なり合っている。ま
た、家政学の総合性は、日常生活はもとより、企業、行政などの活動にも活かすことができる。大学では、
家政学の広範な領域の中から興味や関心のある領域を選んで深く学び、生活に関する新しい知識や技術を
獲得し、生活問題の解決への提案を発信する力や、より良い未来のくらしを創造する力を育ててほしい。
1-3．本講座終了後に実施した受講生のアンケート結果
　講座終了後に受講生29名に下記の３つの質問をした。質問への回答時間は短かったにもかかわらず、
大変興味深い回答が寄せられ、受講生の質の高さを感じた。
(1)　家庭科のどのようなところが好きか。
　受講生は全部で41の好きな点をあげた。このうち「生活に活かすことができる」「学んだことがくらし
に役立てられる」などの「実生活に役立てられるところ」を15名、次いで料理、栄養、裁縫などの「生
活知識・生活技術を学ぶところ」を 9 名、「身近で日常生活に密着しているところ」を 6 名、「学習内容の
広さと多様性」を 5 名、「思いやり、笑顔、つながり、成長できる、社会との関わり、未来を考える」を
6 名が回答した。受講生は家庭科の特長をよく理解している生徒であることがうかがわれた。
(2)　家政学の中で学んでみたい分野は何か。
　食生活分野（17名）、児童・保育学分野（10名）、衣生活分野（ 7 名）、生活経営・生活経済・消費生活
分野（ 7 名）、家族・福祉・共生分野（ 7 名）、住生活分野（ 4 名）の合計52の分野があげられた。
(3)　AIやIoTなどを活用して、実用化したり開発したいモノやコトは何か。
　受講生が回答した実用化したり開発したいモノやコトは、ライフスタイル（ 5 件）、社会生活（ 4 件）、
健康・医療（ 5 件）、コミュニケーション（ 2 件）、AI家電（洗濯機・冷蔵庫・調理器・エアコン・ペット
用品などの11件）に分類された。受講生たちの回答は、生活経験をふまえて、柔軟な発想で生活を豊か
にするモノやコトを創造していこうとするエネルギーにあふれている。
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1-4．講座担当者の感想
　平成30年 3 月に告示された新高等学校学習指導要領「家庭」では、家庭科の目標として、家族・家庭
と社会との関わりについて理解させること、家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育てるこ
とを強調している。本講座では、家族・家庭と社会との関わりを理解する題材として、わが国が目指す未
来社会の姿「Society5.0」（内閣府，2018）を取り上げ、デジタル技術の進展に伴うイノベーションと日
常生活の変化や生活問題の解決について学習した。また、家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態
度を育てる試みとして、「AIやIoTなどを活用して、実用化したり開発したいモノやコト」を考えた。受講
生は講義内容に強い興味・関心を示し、講座担当者の予想を超えた理解力と豊かな創造力を発揮した。
　受講生たちは本講座終了後および閉講式後に実施した２つのアンケートに対して、「これからの社会に
より関心をもつことができた」「AIやIoTと家政学が密にかかわってくるとは思いもしなかった」「社会と
家庭科や家政学がつながっているとは思っていなかったので驚いた」と答えている。また、「今後の社会
について考えることも家政学の分野だと知った」「家政学とひとことに言っても様々な分野があることが
分かった」「授業を聞いて、家政学は思っていた以上に大切な学びだと思った」と家政学の特質や重要性
について言及した者もいた。さらに、「新しい時代というものを初めて知り、それがどのようなものなの
かがとても分かりやすい授業だった。自分の専攻したい学問が家政学のどの領域に入っているのか知るこ
とができた」「自分の知らないことや未来に関することが学べて、道が広がったような気がした」など、
将来の進路について改めて考えた者もいた。今後は、受講生からの声を踏まえ、高校生の知的好奇心と学
習意欲を掻き立てることのできる魅力的で質の高いプログラムを考えていきたい。
2．『じゃがいもの細胞を見ればわかる！マッシュポテトのおいしさ』（調理学）、10:30 ～ 12:30
担当：大石恭子
2-1．講座の目的
　食べ物のおいしさを構成する要素として「食べ物の特性」「喫食者の状態」「喫食時の環境」の3つがあ
げられる。「食べ物の特性」は、食べ物のもつ味、外観、香り、テクスチャー（口中感覚）、咀嚼時の音な
どの科学的要因として捉えることができ、これらが人間の五感（味覚、視覚、嗅覚、触覚、聴覚）に働き
かける。「喫食者の状態」は空腹や体調などの生理的要因、喜怒哀楽などの感情に因る心理的要因、食経
験などの生育要因に代表される。「喫食時の環境」は季節などの自然環境要因、テーブルコーディネート
などの物理的環境要因、地域環境などの社会的環境要因に代表される。高等学校の家庭科では、これらの
中で特に食べ物のもつ科学的特性を、実習、実験を通して修得させる。そして「家政学」を構成する一分
野である「調理学」では、食べ物の特性に影響を与える調理法を科学的に分析し、嗜好性と関連付ける。
　本講座では高校家庭科および調理学を結び付けて学習する教材としてマッシュポテトを選び、マッシュ
ポテトのおいしさとは何か、調理の要点がおいしさにどのような影響を与えるのかを、細胞レベルで可視
化できる顕微鏡観察を取り入れて科学的に考察し、理解を深めることを目的とした。
2-2．講座の概要
(1)　講義
　冒頭の30分間を講義に充てた。始めに「おいしさとは何か」について具体例をあげながら考えさせた。
次にジャガイモの栄養学的特徴、調理学的特徴を概説し、マッシュポテトのおいしさとは何か、おいしさ
に影響を与える調理の要点について、実験を通して考えるように促した。
高校家庭科教育と家政学を有機的に結ぶ高大連携事業の取り組み（佐藤 他） 189
(2)　実験・実習
　70分間を実験および実習に充てた。男爵およびメークインを異なる鍋でそれぞれ15分間茹で、湯を切
り、熱いうちに裏ごしをしたものをマッシュポテト試料（各々、男爵マッシュ H、メークインマッシュ H
と称する）とした。また男爵については、茹でたあとに冷蔵庫で冷却し、すり鉢ですりつぶしたマッシュ
ポテト試料（男爵マッシュ Cと称する）も調製した。また、男爵マッシュ H、男爵マッシュ Cおよび生の
ジャガイモをヨウ素デンプン反応により呈色させ、280倍の倍率で光学顕微鏡を用いてデンプンの様子を
観察させた。最後に男爵マッシュ H、メークインマッシュ H、男爵マッシュ Cの官能評価を行い、品種
の違いや調理法の違いがテクスチャーにどのように関与するのか、またデンプンの状態の違いがテクス
チャーに与える影響について考えさえた。
　実験で得られた結果が日常の調理に深く関与していることを体感してもらうため、実験と並行して通常
の調理法でマッシュポテトを作らせ、サラダ菜と共にロールパンの間に挟み、上からソース（バルサミコ
酢とオリーブ油を同量混ぜたもの）およびポアブルローゼを散らしたロールパンサンドを作らせた。
(3)　解説
　顕微鏡観察は、予備知識がなく漠然と見ているだけでは理解を深めることができない。そこで、受講生
が顕微鏡で 3 試料を観察している時に、見え方の違いが何によるのか、何を顕微鏡で観察してほしいのか
も同時に個別に説明した。授業最後の20分間の試食時は、受講生全員に対して、実験結果と調理の要点
および嗜好性を結びつける解説を行った。
　ジャガイモを加熱すると澱粉粒が膨潤して糊化し、また細胞壁のペクチン質が可溶化するため、軟らか
くなると同時に細胞同士が離れやすくなる。マッシュポテトは、じゃがいも全体の細胞を分離させたもの
であり、細胞自体は壊されずにデンプンが細胞内に留まっていることが望ましく、この要件を満たすと食
した際にジャガイモの粒子感が感じられ、それがおいしさの一因となる。ジャガイモをゆでた後、熱いう
ちにつぶすと可溶化したペクチンに流動性があるため、細胞同士が離れやすい。しかし、ジャガイモが冷
えてからつぶすと、ペクチンの流動性が失われるために細胞膜が破れて澱粉が細胞外に流出し、粘りがで
てしまう。
　官能評価における男爵マッシュ Hの「粒子感」および男爵マッシュ Cの「粘性」の比較から、マッシュ
ポテトの好ましいテクスチャーについて認識させ、またこれらのテクスチャーの違いは、細胞からデンプ
ンが流出しているか否かが影響し、顕微鏡観察ではそれを視覚で捉えたことを確認させた。そしてこれら
の違いにはペクチンの流動性が関与し、調理においてジャガイモを熱いうちにつぶすことの必要性を科学
的に関連付けて考えさせた。
2-3．本講座終了後に実施した受講生のアンケート結果
　アンケート回答者27名のうち、12名は「調理法の違いを細胞レベルで視覚的に捉え、おいしさについ
て考えることができた」という感想であり、本講座の目的とするところを十分に把握し、実験を通して理
解できたことがうかがえた。以下、一部抜粋したものである。
　・　普段使わない顕微鏡を使って、興味が沸いた。細胞があんなに変化するとは思わなかった。温度や
調理の方法を少し変えるだけであんなに食感が変わるのは面白かった。
　・　熱いうちにつぶさないと粘るということは知っていたが、それがなぜなのかは知らなかったので、
細胞の変化やペクチンについて、目でも耳でも口でも知れて楽しかった。
　・　熱してすぐに調理するか、冷めてからするかの違いで食感がこんなにも違うことがわかった。ペク
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チンや細胞壁が条件によって変化するのがよくわかった。
　・　ただ料理をするだけではなくおいしさの原因を細胞レベルで知る事が新しかった。
　・　細胞は見たことがあるけど、ペクチンの存在やどういう働きをしているかまでは知らなかったので
楽しく勉強できてよかった。
　残りの15名は、細胞レベルまでの言及は無いものの、食感とおいしさを関連付けることができたこと
がうかがえるコメントであった。その一例を以下に記す。
　・　初めて大学の調理をしてみて、初めて裏ごしを体験した。熱さなどの違いであそこまでジャガイモ
に大きな変化が出ると思わなかった。貴重な体験となった。
　・　ジャガイモの種類や調理するタイミングの違いだけで、食感がここまで変わるとは思わなかった。
　・　ジャガイモの種類によって味も違うし、マッシュにした時の食感も違うのでおもしろかった。
　・　熱いうちに裏ごししたものと、冷めてからつぶしたものとでは食感が全然違った。
　・　芋によって味や舌触りがかなり違うことを改めて感じた。比べて食べたことがなかったので面白
かった。
2-4．講座担当者の感想
　調理中における食品成分の化学的、物理的変化は嗜好性に深く関与するため、食品成分の変化の制御が
調理に求められる。当講座では顕微鏡観察および官能評価の手法を取り入れて、マッシュポテトを作る調
理法が、ジャガイモのペクチンの変化、細胞およびデンプンの状態と関連していることを気づかせ、理解
を深めることを目的とした。アンケートでの受講生のコメントを読むと、目的は粗方達成されたと考えら
れる。ジャガイモのヨウ素デンプン反応による呈色は、小学校理科においてデンプン合成を確認するため
の手法であり、中学、高校では同化作用を理解する教材として扱う。この手法を調理のおいしさの解明に
用いることが、より客観性を高めて科学的に嗜好性を捉える視点につながったと考えられる。
　今回は講座内容を詰め込みすぎた感があり、受講生に自ら考えてもらう時間があまりとれなかった。教
科横断的な授業であるため、より学習効果を高めるために、今後はグループ内ディスカッションなども取
り入れた内容に変えていきたい。
3．『足部の計測・観察と靴のサイズ選び』（被服学）、13:00 ～ 14:00　担当：柴田優子
3-1．講座の目的
　誰もが「購入している靴のサイズ」が「自分の足長」だと思っている。しかし、多くの場合は「購入し
ている靴のサイズ」と「実際の足部の寸法」は一致していない。その理由は体験・経験的な自己流の基準
で靴のサイズ選びをしてきたからであり、科学的に「靴のサイズ選び」を考えたことがないからである。
そこで、そのことに気が付き、日々の生活の当たり前と思って無関心にやっていた事柄を、科学的に学ぶ
ことの楽しさや、学ぶことでより快適で豊かな生活が送れるようになる家政学の魅力を感じてもらうこと
を目的とした。
3-2．講座の概要
　導入として、家政学の中の衣生活・被服領域の位置づけの確認をし、さらに衣生活領域の中にも被服造
形学や衣科学、衣生活学、生活美学とそれぞれの中に詳細に分かれた専門領域があることを説明した。さ
らに、家政福祉学科で開講している衣生活・被服領域の授業科目一覧を紹介した。そして、本講義が『被
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服構成学』の授業内容であることから、被服構成学の授業で学ぶ内容と本講義の位置づけを説明した。
　展開では『靴のサイズ選び』に着目して、科学的な視点をもって『靴のサイズ選び』を捉えるために以
下の計測、観察、実験を行った。
①自己認識している足長の確認
　「普段購入している靴のサイズ」が「自分の足長」であると自己認識していることを確認する。
②足の形の観察
　足の形にはギリシャ型、エジプト型、スクエア型があり、その特徴を説明したうえで、自分の左右の足
を観察させた。また、他の受講生の足についても観察して、実際に違いがあることを確認した。
③足の計測(左右の足の足長・足幅・足囲)
　JIS衣料サイズの基となる人体寸法データの計測にも使用されている、マルチン式人体計測器を用いて
足部の計測を行った。足長は杆状計、足幅は滑動計、足囲は巻尺を使用して、左右の足のデータを計測し
た。計測方法や器具の扱い方の説明をした上で、教員が補助をしながら、受講生同士で計測を行った。
④フットプリントの採取
　BAUERFEINDのフットプリンターを使用し、ストッキングを履いた状態での右足の足底圧分布図を採取
した。器具の説明、使用方法を説明した上で、教員が補助をしながら、受講生同士でフットプリントの採
取を行った。
⑤サイズ表示に頼らない着用感による靴のサイズ選び
　実験に使用した靴は、21.5 ～ 26.0cm（サイズピッチ0.5cm）の10サイズのパンプス、および21.0 ～
26.0cm（サイズピッチ1.0cm）の 6 サイズの長靴である。いずれもサイズ表示を見られなくした上でマー
クがつけてある。受講生は、ストッキングを履いた状態で、ランダムに並べてある靴の中から、パンプス
と長靴のそれぞれについて、「最もフィットする」と感じる着用感のものを選ぶという実験を実施した。
実験終了後、マークから選んだサイズを明らかにした。
⑥足部の計測値からJISに対応する靴サイズの算出
　足の計測結果を基に、JISに対応する靴のサイズの算出方法を説明し、受講生それぞれが算出を行った。
　これらの実験を通して、それまでは誰もが「購入している靴のサイズ」＝「自分の足長」だと認識して
いたがそれらは一致していないこと、これまで自分の足部の寸法を知らなかったことを気づかせた。さら
に、「足部の計測値からJISに対応する靴サイズ」≠「購入している靴のサイズ」でないことにも気づかせた。
まとめとして、足の形と靴のデザインの関係や日本で販売されている靴のサイズ表示方法の問題点、靴を
履くことによる足の変形等を考える資料として、なぜ「購入している靴のサイズ」≠「自分の足長」であっ
たのかを一緒に考えてもらった。
3-3．参加した高校生の様子やアンケート結果
　この日に初めて出会った人ともお互いに協力して計測や実験を進めることができていた。足部の計測を
すると高校生は皆、自分の足長が予想以上に小さいことに驚き、その時点で、「なんでこんなに靴のサイ
ズと違うの？」と疑問を自らもってくれたので、まとめの講義も興味をもってしっかりと聞いてくれてい
た。
　アンケートからも「今後の靴選びの際にはこの講義の内容を踏まえて選んでみたい」といった実生活へ
繋がっていくことが読み取れた。
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3-4．講座担当者としての感想、今後の高大連携事業への期待と課題など
　中学や高等学校での家庭科の授業の中では衣服のサイズ表示を取り扱うが、その中で自分の身体寸法と
絡めてやることはあまりない。しかし、これからの家庭科はどの領域についても生活の中から問題を見出
して課題を設定し、その解決に向けてよりよい生活を考え、実践することが求められている。本講義の中で、
取り扱ったのは靴のサイズ選びだけであるが、これまでの自分の認識に気づき、新たに計測方法や計測結
果さらに結果の解釈を理解し、学んだことを生活に活かしていこうとする感想が読み取れたことが、今後、
中学校・高等学校での家庭科教育の在り方を考えていくうえでも有意義であったといえよう。
　一方で高大連携は大学教員の講義等を通じて、高等学校までの教育とは違う深い学問の一端に触れさせ
ることで、高等学校と大学との違いを認識させて、高校生に学びの意味や、自己の興味、将来の進むべき
道を見つめ直す機会にしてもらうために実施することが求められている。その点では本講座は大学の授業
の内容を提供し、高校生により興味を持ってもらえたこと、高等学校の家庭科との違いを感じてもらえた
ことは成功したといえる。また、この講座を受けた高校生が本学科に入学した場合、大学でもう一度同じ
授業を受けることになる。そのため、 2 回目の大学ではより深く学べるように、そして高校生用の講座で
は大学の授業のエッセンスを感じられるようにプログラムを工夫していきたいと考えている。
4．『手あわせの身体表現』（児童学）、14:10 ～ 15:10　担当：弓削田綾乃
4-1．講座の目的
　子どもを社会で育てるという意識は、今日の社会で共有認識となっているものの、子どもをとりまく現
状は、決して楽観視できるものではない。子どもに関わる諸問題を縦断的・横断的にとらえ、子どもの豊
かな育ちを支援する保育学・児童学という領域の専門性を踏まえて、本講座では、子どもの言外の思いを
受けとめる一つの方法である「身体表現」に着目した。子どもに限らず人の身体は、常に様々な情報を発
している。そこで、自他の身体を意識することと、それによってどのようなコミュニケーションが生まれ
るかについての気づきを促すことを目的として、実践を試みた。具体的には、即興的な身体表現ワーク「手
あわせ」と、モノを使った表現あそびをおこなった。
4-2．講座の概要
(1)　展開①　即興的な身体表現のワーク
　会場となる本学南館９階のプレイルームは、柔らかな床材を使用したフローリングで、窓からは江戸川
と周辺の緑や街並みを見渡すことができる。当日は雨模様だったものの、高校生たちは開放的な空間に歓
声をあげつつ、プレイルームに入ってきた。本時間のねらいを手短に話したあと、深呼吸や伸びなどで心
身をほぐすところから実技をスタートした。なお、実技の間は、ピアノの緩やかな旋律の曲（CD）を流
し続けた。また安全に関する注意も冒頭で伝え、実技の最中も折に触れて留意しながら進めた。
　「手あわせ」の身体表現とは、西・三輪によって提唱され、多様な場で実践されてきた手法である。西は「二
者が手を合わせ、身体の能動と受動をやりとりしながら、即興的に創り合う表現」7）、三輪は「特に複雑
なスキルを必要としないことから、障害の有無や、年齢、性別を問わず、誰でも容易にはじめられるといっ
た特徴がある」8）と説明する。このような即興表現を実践するにあたり、まずは２人組で向かい合って座っ
た。
　目線がほぼ同じ高さにある状態で、それぞれの片手をだし、手のひらを合わせた。目が合って思わず吹
き出してしまっても、手のひらに意識を集中させるように促し、しばらくそのままでいた。すると、多少
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照れながらも、手の感触を感じあう静かな時間が流れた。そのあとで何を感じたかを尋ねると、「あたた
かい」「やわらかい」などの感触、「自分の汗」といった自身の状態、「微妙なふるえ」のような２人の動
き等の感想が出た。手のひらに意識を集中させると、微細な身体の状態変化を感じとれることが、確認で
きたのではないだろうか。
　それから、２人組のままで両手を合わせ、どちらか１人がリード役となって手を動かすワークをおこなっ
た。「上や下、横にも動かしてみよう」「強さや速さを変えてもいいね」と声をかけると、思い思いの動か
し方で、いろいろな方向に動かす様子がみられた。そして、あらためて感想を問うと、相手の動きにつら
れて自分の手が動くことについて「不思議な感じ」という声が複数あがった。この「“不思議な感じ” って
何？」という疑問とともに、リード役を交代してみた。すると、あちこちで「本当だ！」と声があがる。
それは、手を通して相手の存在と想いをとらえることができた瞬間だったのかもしれない。
　その後も、しばらくは２人組のまま、触れ方を変えたり、立ち上がったりして、手あわせを続けた。そ
うして最終的に皆の手をつなげて大きな輪をつくり、その中央で、講師（＝弓削田）と何人かが一緒に即
興表現をした。おそらく初めての経験だったにもかかわらず、皆の前で即興表現をしてくれた高校生たち
は、講師の動きにつられるのみではなく、広い空間をのびのびと使って自分自身の表現をみせてくれた。
また、輪で囲んだ者たちも、ただ見ていたのではなく、朝から一緒に過ごした仲間の表現を、共感をもっ
て見守ってくれたことが伝わってきた。
　このあと、輪になったまま床に寝転がり、目を閉じて空想あそびに興じた。その簡単なストーリーは、
教室を飛び出して海まで飛び、魚やクラゲになって遊び、空を駆け上って宇宙まで行って戻ってくるとい
うもので、最後につないだ手を優しく握り合い、目を開けた。そして皆で大きなアジサイの花を表現し
て、一連の即興的な身体表現のワークを終了した。
（2）　展開②　モノを使った表現あそび
　後半は、モノを使って表現する活動をおこなった。用意したのは、大きめのビニール袋（45リットル、
半透明）と風船、ビニールテープ、花紙、鈴、マジック等である。まず、モノを使ってどのような表現あ
そびを展開できるかを説明した。たとえば、ビニール袋の口を開けて走り「風をつかまえる」、風船を膨
らませて飛ばして「風を追う」、ビニール袋や風船に空気を入れて閉じ、間接的に「空気に触れる」など
である。しかしながら、残り時間が少なかったため、一緒に実践する時間がとれなかったのは残念だった。
　約20分の間、ビニール袋を膨らませて、中に風船や鈴などを入れたり、花紙やビニールテープで飾り
をつけたりして、 2 ～ 3 人で1つずつビニール人形を手作りした。いろいろな素材を手にとり、楽しみ
ながら取り組んでくれたようだ。マジックで目鼻口を描き入れ、個性的で素敵な人形たちが生まれた。最
後に1組ずつ人形を紹介してもらい、写真撮影をして終了した。本講座の振り返りとしては、身体表現の
感想、自分自身への気づき、人と人のコミュニケーションにとって大切なことを考えてもらった。ちなみ
に、人形たちが大変かわいらしかったので、しばらくプレイルームに飾らせてもらった。
 
4-3．本講座終了後に実施した受講生のアンケート結果
（1）　身体表現について
　振り返りシートの身体表現についての記述をみると、29名中最も多かったのが、「ぬくもり」「あたた
かさ」「やわらかさ」（11名）などの、相手から伝わってきたものに関する記述であった。しかしこれら
が手の直接的な感触なのか、それとも心や意識といった感覚的なものなのかまでは判別できなかった。次
いで多かったのが、ワークの途中でも聞かれた「不思議な感じ」（ 7 名）という素直な驚きであった。また、
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特徴的な言葉として「ふわっとした感じ」「フワフワ」（ 7 名）などの「ふわ」という表現がみられ、これ
は「ぬくもり」や「やわらかさ」などに通じるものがあると思われた。
　そのほかには、自分自身に関する記述である「心があたたかくなった」「安心できた」（ 6 名）、「相手の
気持ちが伝わってきた」（ 4 名）という趣旨のものがあった。全体的に、身体を通して相手をダイレクト
に感じられることへのとまどいや驚き、それに伴う気づきがあったことがうかがい知れた。
（2）　人と人のコミュニケ―ションについて
　本講座のねらいである「身体表現を介したコミュニケーションへの気づき」については、本時限終了後
の振り返りシートと、講座全体のアンケートの記述から次のようなものがあげられる。
　「言葉を使わなくてもコミュニケーションをとる方法があることを知った」「相手の考えていることを感
じ取ることは大切なんだと思った」「言葉は特に発していないのに、なんとなく優しい雰囲気がして楽し
かった」「初対面の方と手を合わせるのはすごく緊張したが楽しく、心と心でつながった感じが心に残った」
「相手を尊重し、寄り添い、自分も表現することが大切」
　もちろん、言葉での表現やコミュニケーションが重要であることは言うまでもない。その一方で、言葉
だけでは伝えきれない、表せないものもあることを体感してもらえたのではないだろうか。そしてそのた
めには、自分自身も表現し続けることが必要だという思いを抱いた参加者がいたことは注視したい。
4-4．講座担当者の感想
　本講座を通して、「身体そのものが発する言葉」が存在し、コミュニケーションツールとして有効であ
ることを知ってもらえたと考える。これは 1 時限目のSociety5.0とも関連しているだろう。たとえば、生
身の身体がもつ共感力や感受性といった能力が、AIとどのように共存できるのか。今後、そうした問いか
けもしながら、領域の枠を超えて探求する場をつくっていけたらと思う。なお、60分という短い時間を
考慮し、実技を中心とした構成にしたものの、一人一人が体験した内容について、その都度考える時間を
とれたら、さらに気づきが深まったかもしれない。今後の課題としたい。
おわりに　－今後の『集まれ！家庭科大好き女子高校生』事業に向けて－
　本事業は今年度から始まったばかりである。表 1 に示した本講座の受講生からの声を参考にし、今後も
経験を積み重ねて、高校生に家政学の魅力を発信し、高校「家庭科」から「家政学」への橋を架ける事業
を展開していきたいと願っている。そのためには、次の 5 点に留意したプログラムを創っていくことが、
今後の課題であろう。第 1 に高校生が新たな知識や技術を獲得できた喜びと知的な驚きを感じられるプロ
グラムであること、第 2 に高校生が家政学の目的および固有の視点に共感できるようなプログラムである
こと、第 3 に高校生が家政学を学ぶことへの可能性と社会的意義を感じられるプログラムであること、第
4 に講座担当者の専門性を盛り込んだ「生活を科学する」プログラムであること、第 5 に実践的総合科学
である家政学の体系に各講座が位置づけられたプログラムであること、以上の 5 点である。
　本事業を開始、運営するにあたり、学長の岸田宏司教授、家政学部長の柳澤幸江教授、入試センター事
務室の皆さま、アドミッションズ・オフィサーの皆さまに大変お世話になりました。ここに深くお礼を申
し上げます。
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表１　受講者アンケートの結果
（1）受講した講座について印象に残ったこと、気づいた点など　
講座１：『変化する社会と家政学』家政学概論　担当：佐藤宏子
・Society5.0 の新しい時代の暮らしの変化を学んだ。
・Society5.0 が私たちの社会にも導入される日が近いと知り驚きました。まだ実感が沸かないけど、そんな便利な未来が来るのが楽しみです。
・動画を見て未来の世界のイメージができました。本当に楽しみです。
・Society5.0 でこの先どんどん便利になっていくことが楽しみでもあり、少し不安でもあります。
・Society5.0 になると、家具などに AI が組み込まれ IoT でつながることで、便利さが高まっていくと思います。動画の中では、すでに実施されてい
るもの、これから出てくるものなどの紹介がありましたが、今までとの生活とは違いすぎて戸惑いもありました。AI に頼りすぎて人間が存在価値
や役割などを失っていくのではないかと不安に思った。
・AI や IoT の技術が発展していることを改めて理解した。ちょっと怖いなとも思った。
・IoT を活用すると、とても便利だと思いました。
・IoT を活用することで今の自分では考えられないような未来になることに胸が躍りました。
・IoT によって私たちの生活はとても便利で暮らしやすいものになることがわかったけど、すべて電気に頼っていて電気の供給が途切れてしまった
らどうするのか気になった。
・超スマート社会に向けて様々な物が開発されていることがわかりました。人に害がなく人間中心の社会はもうすぐなんだと思いました。
・これからの家政学について学んだ。AI が進化し、私たちの生活に大きく関わってくることを学んだ。
・これからの社会により関心をもつことができた。
・普段の生活について深く考えなかったりするので新しい社会の一面を知れて面白かった。
・デジタルの大切さと、家政との関わりがどれだけ生活を便利にするのかわかりました。これだけ便利になり、何も弊害がないのなら本当にすごい
と思う。私は AI 冷蔵庫が欲しいです。
・社会と家庭科や家政学がつながっているとは思ってなかったので驚きました。
・AI や IoT と家政学が密にかかわってくるとは思いもしなかった。
・私は学校の教科で政治経済をとっていて、AI のことを勉強しているのでそれと照らし合わせて聞けてとても面白かったです。普段勉強しているも
のが Society5.0 ということも初めて知りました。AI の発達でもっと便利な世の中になることが楽しみです。
・新しい時代というものを初めて知り、それがどのようなものなのかがとても分かりやすい授業だった。自分の専攻したい学問がどの部類に入って
いるのか知ることができた。
・今後の社会について考えることも家政の分野だと知った。ただ、便利な道具に頼りきりで人が動けなくなる（考えられなくなる）時代が来そうで
少し怖くなりました。いつか人がロボットみたいになりそう。
・IoT という言葉を知らなかったのですが、動画を用いて分かりやすく説明してくださったのでアニメのような未来が来るのだと思いました。授業
を聞いて、家政学は思っていた以上に大切な学びだと思った。
講座２：『じゃがいもの細胞を見れば分かる！マッシュポテトのおいしさ』調理学　担当：大石恭子
・普段あまり食べくらべた事なかったけど、潰すタイミング一つでこんなにも変わって驚いた。
・実際に細胞を観察して「こうなっているんだ！」と強く印象づけられました。
・じゃがいもがねばねばになるのを知っていたけど、顕微鏡で見たのが初めてで、でんぷんが膨らんだのを見て驚きました。
・でんぷんについて調理方法でいろんな形に変わるんだなと思いました。普段使わない顕微鏡を使って、興味が沸きました。細胞があんなに変化す
るとは思わなかったです。温度や調理の方法を少し変えるだけであんなに食感が変わるのは面白かった。
・熱してすぐと冷ますに変えるだけで食感がこんなにも違うことがわかった。ペクチンや細胞壁が条件によって変化するのがよくわかった。
・芋によって味や舌触りがかなり違うんだなと改めて思った。比べて食べたことがなかったので面白かったです。
・実習をするだけではなく、どのようにこうなるのかという理論まで知ることができた。
・じゃがいもを裏ごしする網の部分が馬の毛でできていると知り、とても驚きました。ソースも家では食べたことのないものですごくおいしかった
です！
・学校では座学で教わっていたけれど、実際に練った芋（もちみたいな）を食べてみて芋とは思えない新食感を味わうことができた。芋の種類によっ
ても見た目の色や味に違いが出ると知った。
・熱いうちにつぶさないと粘ることは知っていたが、それがなぜなのかは知らなかったので、細胞の変化やペクチンについて、目でも耳でも口でも
知れて楽しかった。
・マッシュポテトを作るときに、班のみんなと仲良くなれた。おいしく作れた。でんぷんの大切さがわかった。
・細胞のことまで考えて作ったのは初めてだったので楽しかった。
・初めて大学の調理をして裏ごしを初体験しました。熱さなどの違いであそこまでじゃがいもに大きな変化が出ると思いませんでした。貴重な体験
となりました。
・じゃがいもの種類や調理するタイミングの違いだけで、食感がここまで変わるとは思いませんでした。
・じゃがいもについて初めてよく調べました。調理実習も久しぶりで初めて会ったお友達とも楽しく調理ができました。食べくらべたり、おいしさ
とは何なのか、考えたのも初めてでとても貴重な体験ができました。
・ただ料理をするだけではなくおいしさの原因を細胞レベルで知る事が新しかった。
・じゃがいもの種類によって味も違うし、マッシュにした時の食感も違うのでおもしろかったです。
・熱いうちに裏ごししたものと冷めてからつぶしたものとでは食感が全然違いました。バルサミコ酢が良いアクセントになっていておいしかったで
す。
・細胞は見たことがあるけど、ペクチンの存在やどういう働きをしているかまでは知らなかったので楽しく勉強できてよかったです。
・同じじゃがいもでも調理法 1 つで味の感じ方まで全くちがった。
・じゃがいものでんぷんが、熱を通すとどう変わるかがよくわかった。マッシュポテトはとてもおいしかったです。
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講座３：『足部の計測・観察と靴のサイズ選び』（被服学）　担当：柴田優子
・自分の思っていたサイズと違っていて驚いた。
・計測したことで今までいかに適当だったかわかりました。
・偏平足なのがやっぱり気になるけど、サイズはだいたい合っていてよかったです。ただ、感覚で選んだ靴のサイズでかわいい靴があまりないのが
悲しいです。
・自分のサイズと違った結果が出たので驚きました。買うときに気を付けようと思います。
・いつも思っている自分のサイズと、1㎝以上も違ってとてもびっくりしました。普段の生活にぜひ役立てたいです。
・自分の思うサイズよりちゃんと測った後と全く違っていた。自分の足のサイズが分かった。
・同じ足長でも足の形によって買う靴に違いが出ることを初めて知った。自分が思っている大きさと実際は大分違ったので、次靴を買うときは気に
してみたい。
・実際に多くのことをしながら、たくさんの知識を入れることができ、とても短い一時間だった。
・大学の授業は長いのでいったい何をするのかと思っていたが、1 時間じゃ足りないほどだった。また、日常に活かせる発見、知識を得られた。
・自分の足が思っていたよりも小さくて驚いた。でも普段はいている靴は大きいけどちょうどいいので迷う。
・自分の靴の選び方が根本から間違っていたことが驚きました。自分に合った靴を測るのは初めてだったのでこれも貴重な体験となりました。
・これからしっかり靴を買う前に計測してから買うようにします。
・自分が靴を選ぶとき、長さを見て購入していましたが、幅が大切だということが印象に残りました。
・しっかりと足を測定する機会はそうそうないので、とてもいい機会でした。
・足の形がわかりその形に合う合わないがあることが分かった。
・自分の足のサイズを知る事が出来て楽しかった。次に靴を買うとき参考にしようと思う。
・自分の靴のサイズが今はいているものと違ったので知れてよかったです。
・自分の足の正確なサイズを知る事が出来たので、これからの参考にしたいです。
・同じ 23.5㎝の靴をはいているのに足長が違ったりといった謎がとけたり、自分の足のサイズがあいまいだったのが鮮明にわかりました。
・足のサイズに A, B, C, D, E, EE など JIS という数値がある。
・足幅はせまいのに足長は長かったこと。
講座４：『手あわせの身体表現』（児童学）　担当：弓削田綾乃
・手を合わせると不思議と安心した。楽しかった。
・体をゆらゆら動かして、相手の気持ちを受け、温かさ、気持ちを考えながら笑うのは楽しくて、風船やごみ袋で物を作るは難しかったけど、ゆっ
たりした時間がこどもの想像力なんかを鍛えるのかなと思いました。
・相手の考えていることを感じ取ることは大切なんだと思いました。より相手と親しくなれてよかったです。
・「心と心でつながる」ということが、初めて分かった気がしました。子どもは苦手だけど、コミュニケーションのことをもっと知れば、子どもとの「つ
ながり」もできるようになるのかなと思いました。
・知らない人とでもつながりあえることや安心感が得られた。子どものように遊んだことで緊張感なく人と接することができた。
・手を合わせて身体を動かしただけなのに、何か感じるものがあって、やっていてとても楽しかった。
・あまり保育という感じがしなかったが、自分と触れて、人に触れて、みんなに触れて、物を作ることで人との付き合いということを知る事が出来
たような気がする。
・普段こんなにも手を合わせたことがなかったので少し恥ずかしかったけど、楽しくてとても充実した時間を過ごすことができました。
・子どもが楽しむためには同じ目線となり、私たちが楽しむことも必要だと思った。
・言葉はとくに発していないのに、なんとなく優しい雰囲気がして楽しかった。
・今日知り合った同じ学年の友達を深く知る事が出来た気がした。最後のキャラクター作りは、あまり上手くできなかったけど楽しかった。
・初対面の方と、手を合わせるのはすごく緊張したのですが楽しく、心と心でつながった感じがすごく心に残りました。
・相手が何を考えているのか、どのように動きたいのかなど、相手に合わせるのが難しかったです。
・ただ手を合わせて相手に合わせて動くだけなのに、やっているうちに相手の行動が読めたり温かさなど感じられて、初めての体験でした。
・手を合わせて相手の気持ちが少しわかった気がして驚いた。
・人と手を合わせたりすることがほとんどないので恥ずかしい気持ちになりましたが、楽しかったです。
・言葉を使わなくてもコミュニケーションをとる方法があることを知る事が出来ました。
・子どもだけでなく、人とのコミュニケーションは話す・聞くだけでなく状態や身体でも伝えられるということがわかりました。
・手が触れるだけで心の距離が近づく。
・手合わせをしたり、袋に風を入れていろんな動物を作れて、子どもに戻った気分だった。
（2）講座全体をとおしての満足感と理由
「満足している」理由（27 名）
・家政学についてたくさん学べて、楽しかった。
・どの講座もすごく楽しかったです。そして知らないこともたくさん知れました。
・普段は学べない授業ができて楽しかった。
・時間を考えず楽しく、かつためになる話が多く聞けました。
・実際に実習をしたり、大学の先生の座学を受けることができた。
・普段はできない貴重な体験をすることができましたし、改めて和洋女子大学で学びたいと強く意思を持つことができたからです。
・内容的に面白くて、今までわからなかった家庭科と家政学の違いがよくわかりました。
・自分が知りたかったことや興味があるものを今日学べて、またさらに奥深くに入っていきたいと思った。
・家庭科教諭か社会福祉か悩んでいて、もし家庭科の先生になるとこのようなことをするだろうなと想像ができて、とても良い体験をさせていただ
いたと思いました。
・家政学といっても様々な分野があることが分かったし、それらについて幅広く知ることができた。どの分野も興味深くてどこに進みたいか迷って
います。
・家政福祉の様々なことを知ることができた。今日学んだことを生活に生かしていきたい。
・深い知識を得ることができた。特に 1 時間目。次回高校で授業を受けるときに注意して聞いてみようと思った。
・自分の知らないことや未来に関することが学べて、道が広がったような気がしました。
・普段あまり靴のサイズやじゃがいもの細胞など特定のことについて学ぶ機会が少なかったのでとてもよかったです。
・興味のあった被服の分野以外の講座もためになるものばかりでした。参加してよかったです。
・実際に大学生になった気分になれました。
・学校の中を回って施設を見られたこと、調理の時にたくさん話をして友達ができたことはよかったです。授業もこんなに充実したものだとは思っ
ていませんでした。
・この時間だけではなくもっと、授業を受けてみたいと思いました。自分が知らなかったこともたくさん知ることができました。
・どの授業も新しい発見があり、時間が過ぎるのが早く感じたからです。先生方の温かな接し方のおかげで、リラックスして授業に参加できました。
・今日は参加できてよかったです。オープンキャンパスだけではわからないことを、深く知れた気がします。一層強く和洋に通いたいと思いました。
・先生方の雰囲気がすごく親しみを持ちやすくて、話すこともできたので楽しかった。
「やや満足している」理由（2 名）
・受講内容はとても素晴らしかったが、スケジュールの時間通りに進行していただけるとより嬉しいです。
・調理実習の食べる時間が短かったです。
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